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2-2-1 今の自己とつながる 教訓・成長 現在の自己
































108名（平均 19.9歳、男性 31名、女性 77名）、30歳
代 105名（平均 34.1歳、男性 33名、女性 72名）、40
歳代 89名（平均 43.6歳、男性 37名、女性 52名）、



























































































































































F1  F2  F3  F4  F5  F6
共通性
【F1：教訓・成長】 α＝.935
この出来事から私は大切なことを学んだ 1.105 －.015 .026 －.181 －.113 －.043 .878
この出来事から教えられることはたくさんある 1.048 .079 .043 －.116 －.048 －.178 .846
この出来事は私を成長させたと確かに思う .678 －.096 .064 －.036 .191 .060 .636
この出来事は私の性格や行動に肯定的な影響を強く与え
た .631
－.206 .056 －.073 .166 .196 .582
この出来事は物事に対する私の考え方や感じ方に強く影
響した .593 .128
－.039 .022 .135 .052 .610
この出来事と今の自分との間につながりが強く感じられ
る .587
－.020 －.029 .300 －.017 .092 .696
この出来事は私が物事について考えるときの枠組みと
なっていると確かに思う .553 .085
－.141 .269 .032 .061 .640




－.055 .966 －.005 －.030 －.036 －.111 .768
この出来事が起こってから、そのことについて何度も考
えた .014 .841 .005
－.073 .059 .068 .787
この出来事が起こった当時、そのことについて何度も考
えた
－.015 .813 .047 －.006 .026 .007 .693
この出来事にどんな意味があるのか何度も考えた .151 .701 －.055 －.102 －.051 .220 .699
この出来事は私の性格や行動に否定的な影響を強く与え
た
－.119 .345 －.011 －.055 .034 －.094 .093
この出来事が原因になって他の出来事を引き起こしたと
確かに思う .018 .274 .081 .119 .026 .252 .346
【F3：過去の自己】 α＝.933
この出来事はその当時の私がどんな人間か多くを教えて
くれる .012 .002 .912 .075 .001 .076 .947
この出来事はその当時の私を非常によく表している －.035 .013 .835 .134 .028 .013 .811
【F4：現在の自己】 α＝.766
この出来事は現在の私を非常によく表している .180 －.089 .095 .703 －.020 －.036 .648
この出来事は現在の私がどんな人間か多くを教えてくれ




－.033 －.092 .587 －.026 .081 .773
この出来事は私の人生の重要なテーマをよく示している .426 －.011 －.099 .506 .014 .095 .746
この出来事と関連する他の出来事をはっきり思い出せる －.060 .270 .100 .291 .129 －.086 .245
この出来事を思い出すと、当時と現在で自分は変わって
いないと思う
－.162 －.109 .043 .279 .100 －.110 .067
【F5：重要】 α＝.952
この出来事は重要であると確かに思う .286 .035 .034 .036 .755 －.063 .908
この出来事は大きな意味を持つと確かに思う .317 .037 －.006 .025 .754 －.077 .905
【F6：転機】 α＝.916
この出来事は私の人生における転機だったと確かに思う .455 －.059 .009 －.079 －.090 .700 .831
この出来事は私に大きな変化をもたらしたと確かに思う .519 .009 .072 －.229 －.039 .673 .870
固有値 11.35  1.76  2.27  0.82  0.76  0.48
寄 与 率(％) 43.65  6.76  8.73  3.14  2.90  1.84
累積寄与率(％) 43.65  50.41  59.14  62.28  65.18  67.03
因子間相関行列
F1  1.000 .434 .339 .583 .555 .601
 
F2  1.000 .271 .330 .420 .495
 
F3  1.000 .425 .169 .201
 
F4  1.000 .459 .617
 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鮮明度 平均 5.63  5.72  5.62  5.52  0.36 SD  1.32  1.33  1.33  1.46
詳細度 平均 5.43  5.27  5.29  5.25  0.31 SD  1.36  1.53  1.38  1.57
感情価 平均 4.01  3.76  3.87  4.13  0.49 SD  2.40  2.30  2.32  2.13
感情強度 平均 4.74  4.65  4.55  4.72  0.25 SD  1.59  1.71  1.72  1.67
教訓・成長因子 平均 4.61  4.78  4.69  4.78  0.30 SD  1.47  1.46  1.52  1.48
リハーサル因子 平均 4.90  4.78  4.85  4.55  0.86 SD  1.66  1.58  1.58  1.62
過去の自己因子 平均 5.19  4.75  4.71  5.06  2.33 SD  1.53  1.46  1.78  1.37
現在の自己因子 平均 3.74  3.99  4.02  4.30  2.33 SD  1.44  1.47  1.61  1.36
重要因子 平均 4.85  5.00  4.84  4.85  2.39 SD  1.91  1.72  1.82  1.80












鮮明度 平均 5.06  4.95  5.17  5.38  1.16 SD  1.63  1.86  1.63  1.50
詳細度 平均 4.67  4.73  4.78  5.00  0.71 SD  1.62  1.83  1.64  1.66
感情価 平均 3.83  3.84  3.85  3.79  0.01 SD  2.36  2.27  2.29  2.18
感情強度 平均 4.54  4.15  4.61  4.49  1.53 SD  1.58  1.75  1.61  1.61
教訓・成長因子 平均 4.63  4.93  4.96  4.89  1.24 SD  1.39  1.44  1.26  1.42
リハーサル因子 平均 4.63  4.61  4.47  4.77  0.47 SD  1.79  1.63  1.76  1.42
過去の自己因子 平均 5.06  4.72  5.06  5.01  1.19 SD  1.42  1.56  1.51  1.48
現在の自己因子 平均 3.84  4.25  4.20  4.41  2.93?
SD  1.29  1.50  1.40  1.54
重要因子 平均 4.81  5.01  4.89  4.92  0.25 SD  1.73  1.88  1.61  1.69

























教訓・成長 リハーサル 過去の自己 現在の自己 重要 転機
教師の記憶
感情価との相関 .258?? －.223?? .097 .303?? .247?? .208??
（強度を制御した偏相関) .158?? －.356?? .042 .215?? .120? .113?
感情強度との相関 .470?? .365?? .221?? .442?? .582?? .415??
（感情価を制御した偏相関) .431?? .451?? .203?? .394?? .553?? .382??
家族の記憶
感情価との相関 .149?? －.179?? －.021 .200?? .196?? .078
（強度を制御した偏相関) .001 －.096 －.085 .071 －.036 .009
感情強度との相関 .491?? .344?? .232?? .455?? .533?? .363??
（感情価を制御した偏相関) .256?? .290?? .140?? .203?? .234?? .229??
n＝394 ＊＊ p＜.01 ＊ p＜.05
表８ (a)教師の記憶に対する自伝的推論と TIPI-Jとの相関
外向性 協調性 勤勉性 神経症傾向 開放性
教訓・成長 －.006 －.092 －.048 .001 .026
リハーサル .053 －.131?? －.034 －.010 .018
過去の自己 .032 .000 －.081 .026 －.020
現在の自己 .009 －.034 －.022 －.017 －.007
重 要 －.016 －.115? －.048 .029 .037
転 機 －.028 －.072 －.006 －.037 .004
表８ (b)家族の記憶に対する自伝的推論と TIPI－Jとの相関
外向性 協調性 勤勉性 神経症傾向 開放性
教訓・成長 －.051 .044 .010 －.011 －.055
リハーサル .047 －.036 －.005 .007 －.034
過去の自己 .019 .060 －.102? .011 －.017
現在の自己 －.001 .068 .050 －.030 .032
重 要 －.047 .033 －.031 .019 .025
転 機 －.059 －.019 －.053 .090 －.005
 
n＝394 ＊ p＜.05 ＊＊ p＜.01
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